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学会賞等 受賞
C o n g r a t u l a t i o n s

※所属については、受賞時のものである。

つ
に
療
医
の
て
全
、
は
で
部
学
医
学
大
形
山
　

た
せ
わ
合
に
者
患
た
し
に
元
を
子
伝
遺
て
い

成
平
、
に
的
目
を
と
こ
る
す

に
日
１
月
４
年

０
０
１
国
全
た
け
受
を
定
指
ら
か
省
働
労
生
厚

）
一
唯
内
県
（」
院
病
携
連
療
医
ム
ノ
ゲ
ん
が
「の

を
料
試
体
生
の
ら
か
者
患
く
早
も
最
、
で
中
の

を）
置
設
ク
ン
バ
オ
イ
バ
（備
整
制
体
る
す
積
集

。
す
で
ろ
こ
と
た
き
て
め
進

　

 

整
制
体
の
置
設
ク
ン
バ
オ
イ
バ
、
び
た
の
こ

成
平、
い
整
が
備

山
「ら
か）
金
（日
１
月
６
年

と
こ
る
す
始
開
を
用
運
の
」
ク
ン
バ
オ
イ
バ
形

た
る
得
を
力
協、
し
知
周
く
広
に
民
県、
い
伴
に

月
５
に
め

し
ま
い
行
を
見
会
者
記
に）
月
（日

。
た

ム
ノ
ゲ
ル
タ
ピ
ス
ホ
・
所
究
研
進
推
ス
ン
エ
イ

山
嘉
の
長
員
委
進
推
ク
ン
バ

 

正
孝

 

参
部
学
医

バ
形
山、
向
動
の
在
現
の
療
医
ム
ノ
ゲ、
ら
か
与

い
つ
に
ど
な
い
狙
・
旨
趣
の
置
設
ク
ン
バ
オ
イ

て
経
を
得
取
意
同
の
ら
か
者
患
、
し
内
案
に
院

、
て
い
つ
に
順
手
の
で
ま
う
行
を
）
血
採
（
査
検

よ
に
者
常
健、
は
で
部
学
医
学
大
形
山、
お
な
　

推
の
究
研
学
医
る
よ
に
携
連
の
者
両、
後
今、
り

。
す
ま
れ
さ
待
期
が
進

5月28日（月）の記者会見の様子

編集後記
　病院ニュース「Health & Safety」第28号をお届けします。
　今回は、本院が現在注力しているゲノム病院及び山形バイオバンクについて特集
でご紹介させていただきました。５月２８日に山形大学医学部で記者会見を行った
ところ、多数の報道機関からこの取組を取り上げていただいております。将来、予
防医学や新しい診断法・治療法の開発、創薬などの研究において、多くの成果があ
がることを切に期待しております。
　今後とも、本院では、より安心・安全な医療の提供に務めて参りますので、よろし
くお願いいたします。

病院ニュース編集担当　総務課広報担当

た
し
設
創
に
た
新

｢
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ン
バ
オ
イ
バ
形
山

｣

！
始
開
を
用
運
の

特集：山形バイオバンク創設！

専用ブースでの説明の様子
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3 2山形大学におけるゲノム医療山形バイオバンクについて

　
山
形
大
学
医
学
部
で
は
、
臨
床
応
用
可
能
な
分
子
疫
学
研
究
を
推
進

す
る
た
め
、
平
成
２
５
年
４
月
に
「
医
学
部
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス

推
進
研
究
所
」を
設
置
し
、
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー（
Ｊ
Ｐ
Ｈ
Ｃ
）や

Ｊ
‐
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｃ　
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｙ（
日
本
多
施
設
共
同
コ
ー
ホ
ー
ト
研

究
）
と
の
ゲ
ノ
ム
研
究
や
疫
学
研
究
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。こ
れ
ま

で
に
、
地
方
行
政
へ
研
究
成
果
を
還
元
し
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
役
立

て
る
な
ど
、医
療
政
策
に
も
反
映
さ
れ
始
め
て
き
て
い
ま
す
。

　
山
形
大
学
医
学
部
及
び
附
属
病
院
で
は
、
ゲ
ノ
ム
情
報
に
基
づ
く
世

界
最
前
線
の
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
医
療
に
よ
る
「
ゲ
ノ
ム
病
院
」
構
想
を

推
進
す
る
た
め
、
ゲ
ノ
ム
医
療
と
地
域
コ
ホ
ー
ト
研
究
を
統
合
し
た
研

究
を
推
進
す
る
た
め
の
ホ
ス
ピ
タ
ル
バ
イ
オ
バ
ン
キ
ン
グ
『
山
形
バ
イ

オ
バ
ン
ク
』
を
整
備
し
、
予
防
医
学
や
新
し
い
診
断
法
・
治
療
法
の
開

発
、創
薬
な
ど
の
研
究
を
推
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

研
究
目
的
で
採
取
さ
れ
た
血
液・手
術
な
ど
で

摘
出
さ
れ
た
組
織
な
ど
の
包
括
的
医
学
研
究
の

た
め
の
バ
イ
オ
バ
ン
ク
構
築

全
診
療
科
を
挙
げ
た 

が
ん
等
ゲ
ノ
ム
医
療
の
推
進

　

病
気
の
発
生
や
進
行
、
病
気
に
伴
う

様
々
な
症
状
、
種
々
の
治
療
法
の
効
き

目
や
副
作
用
、
診
療
後
の
経
過
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
臨
床
情
報
・
予
後
情
報
に

加
え
、
研
究
目
的
で
採
取
さ
れ
た
血
液
、

手
術
や
検
査
の
際
に
摘
出
さ
れ
た
組
織

な
ど
の
生
体
試
料
に
つ
い
て
、『
山
形
バ

イ
オ
バ
ン
ク
』
と
し
て
管
理
し
て
い
く

体
制
を
構
築
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
臨

床
情
報
を
基
に
し
た
生
体
試
料
に
つ
い

て
、
ゲ
ノ
ム
や
遺
伝
子
レ
ベ
ル
、
タ
ン

パ
ク
質
な
ど
の
分
子
レ
ベ
ル
、
そ
し
て

細
胞
や
組
織
の
形
態
レ
ベ
ル
の
、
医
学

の
発
展
に
必
要
な
研
究
を
推
進
す
る
た

め
の
基
盤
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
世
代
シ
ー
ク
エ
ン
ス
技
術
に
よ

り
、
病
気
の
原
因
と
な
る
遺
伝
子
の
変

異
な
ど
の
ゲ
ノ
ム
情
報
を
用
い
た
ゲ
ノ

ム
医
療
の
推
進
を
目
的
と
し
て
、
精
密

医
療
（
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
医
療
）
を
実
施

す
る
た
め
、
全
診
療
科
医
師
と
遺
伝
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
や
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
か
ら
な

る
ゲ
ノ
ム
医
療
体
制
を
構
築
し
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
既
知
の
遺
伝

子
変
異
の
解
析
の
み
な
ら
ず
、
患
者
さ

地
域
コ
ホ
ー
ト
へ
の
還
元
と

予
防
医
学
の
確
立
に
向
け
た
研
究

　
『
山
形
バ
イ
オ
バ
ン
ク
』
に
よ
る
病
院

ゲ
ノ
ム
コ
ホ
ー
ト
研
究
の
成
果
が
得
ら

れ
た
場
合
に
、
地
域
ゲ
ノ
ム
コ
ホ
ー
ト

へ
還
元
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、

疾
患
予
防
医
学
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル

COE

か
ら
続
い
て
い
る
地
域
ゲ
ノ
ム
コ

ホ
ー
ト
研
究
か
ら
、
新
し
く
構
築
さ
れ

た
病
院
ゲ
ノ
ム
コ
ホ
ー
ト
研
究
に
つ
な

が
る
統
合
的
な
コ
ホ
ー
ト
研
究
を
行
う

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
こ
の
新
た

な
コ
ホ
ー
ト
研
究
体
制
に
よ
り
、
病
気

の
発
症
予
防
や
病
気
を
発
症
す
る
前
に

見
つ
け
る
た
め
の
研
究
を
行
う
こ
と
が

可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
山
形
県
内
に

お
住
い
の
方
々
の
健
康
増
進
や
健
康
寿

命
延
伸
な
ど
に
深
く
関
わ
る“

予
防
医

学
研
究”

を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
に

貢
献
で
き
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

ん
お
一
人
お
一
人
に
最
適
な
医
療
を
実

施
す
る
た
め
の
病
気
の
早
期
診
断
で

あ
っ
た
り
治
療
方
針
決
定
で
あ
っ
た
り

と
、
次
世
代
の
医
学
研
究
を
推
進
さ
せ

て
行
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
な
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
医
療

に
よ
る
新
し
い
治
療
法
の
確
立
や
創
薬

開
発
に
関
わ
る
研
究
な
ど
も
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

　
医
学
部
の
使
命
の
一
つ
と
し
て
、
診
断
・
治
療
に
苦
慮
す
る
難
し
い

疾
患
な
ど
を
対
象
に
、
新
し
い
診
断
・
治
療
・
予
防
技
術
の
開
発
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
医
学
の
進
歩
の

た
め
に
は
、
研
究
の
た
め
に
採
血
さ
せ
て
い
た
だ
く
血
液
、
あ
る
い
は

治
療
の
た
め
手
術
な
ど
で
摘
出
さ
れ
た
組
織(

以
下
「
血
液
・
組
織
な

ど
」)

の
利
用
が
不
可
欠
で
す
。

　
こ
れ
ら
を
利
用
し
て
行
わ
れ
る
研
究
か
ら
得
ら
れ
る
成
果
は
、
現

在
、が
ん
や
、そ
の
他
の
疾
患
と
闘
う
人
々
だ
け
で
な
く
、将
来
の
世
代

の
人
々
を
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
か
ら
救
う
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
を
秘

め
て
い
ま
す
。

　
今
後
実
施
さ
れ
る
研
究
内
容
は
、
病
気
の
発
生
や
進
行
、
病
気
に
伴

う
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
、
種
々
の
治
療
法
の
効
き
め
や
副
作
用
、
診
療
後

の
経
過
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
臨
床
情
報
・
予
後
情
報
と
、
血
液
や
組
織

な
ど
を
遺
伝
子
や
タ
ン
パ
ク
質(

酵
素)

な
ど
分
子
の
レ
ベ
ル
、
あ
る

い
は
細
胞
や
組
織
の
形
の
レ
ベ
ル
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
の
研
究
か

ら
調
べ
た
結
果
を
突
き
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
病
気
の
原
因
を

明
ら
か
に
し
、
そ
の
理
解
に
基
づ
い
た
新
し
い
診
断
法
や
、
治
療
法
・

予
防
法
を
開
発
す
る
研
究
が
中
心
に
な
り
ま
す
。

山形バイオバンクでの同意取得から検体保管までの流れ（血液採取の場合）

1 来院
患者さんに従来どおり新患受付をしていただきますが、そ
の際、山形バイオバンク説明への協力を依頼させていただ
き、山形バイオバンク包括同意取
得のための専用ブースにご案内い
たします。

4 採血
患者さんに診療のための採血が行われる場合、研究のため
の約７㎖の採血を１回行います。
なお、６才未満は５㎖、２才未満は２㎖以下の採血になり
ます。

2 包括同意取得
専用ブースでは、常駐する看護
師が山形バイオバンクの趣旨・
目的等を患者さんに説明し、協
力いただける場合は、同意書に
署名をしていただきます。

3 新患外来

患者さんは診療科で診察を
受けていただきます。

5 血液保管
採血した血液は、メディカルサイエ
ンス推進研究所検体管理センター
の検体保管室において冷凍保存さ
れます。

診察するまでのお待ちいただいている時間に、「山形バイオバンク」に関して
ご説明をさせていただいております。

　山形大学医学部附属病院では、患者さんに最高の医療を提供できるように、日
夜努力しており、新しい診断や治療などの開発、研究にも取り組んでおります。
患者さんから、ご提供される血液データなどによる診療情報は、診断の開発や研究
においても、大変貴重なもので、患者さんのご協力が不可欠です。
　当院では、患者さんが診療目的で検査や治療のために採取され、診断された後
に残った血液や組織などと、研究のためにご提供いただく血液を使って、医学研究
に利用させていただく体制「山形バイオバンク」を整えております。
　よりよい医療を患者さんに提供するために、是非、ご協力いただきますようお願
い申し上げます。
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蔵王協議会後の記者会見の様子
（中央：嘉山孝正 蔵王協議会会長）

　

平
成
30
年
３
月
27
日
（
火
）
、
山
形

大
学
医
学
部
に
お
い
て
蔵
王
協
議
会
総

会
を
開
催
し
、
蔵
王
協
議
会
に
加
盟
し

て
い
る
山
形
県
内
外
の
医
療
関
係
者
の

代
表
約
１
０
０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

蔵
王
協
議
会
は
、
昨
年
の
７
月
に
「
山

形
大
学
蔵
王
協
議
会
」
か
ら
「
蔵
王
協

議
会
」
に
名
称
を
変
更
し
、
大
学
の
枠

を
超
え
た
全
県
的
な
地
域
医
療
向
上
の

た
め
の
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
に
な

り
、
今
回
は
そ
の
た
め
の
組
織
強
化
に

つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
医
療
従
事
者
や
患
者

側
の
目
線
で
最
適
な
医
療
を
適
切
に
提

供
す
る
た
め
に
科
学
的
な
検
討
を
行
う

た
め
の
「
山
形
地
域
医
療
構
想
委
員

会
」
及
び
山
形
県
全
体
の
医
師
需
給
を

踏
ま
え
た
医
師
適
正
配
置
を
協
議
す
る

「
山
形
医
師
適
正
配
置
委
員
会
」
を
新

た
に
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
了
承
さ

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
総
会
終
了
後
に
記
者
会
見
を

開
催
し
、
今
回
の
組
織
強
化
に
つ
い
て

情
報
発
信
し
ま
し
た
。

　

  

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

※

蔵
王
協
議
会
は
、
平
成
14
年
８
月

に
山
形
大
学
医
学
部
、
山
形
大
学
関
連

病
院
会
、
山
形
県
健
康
福
祉
部
及
び
山

形
県
医
師
会
等
で
山
形
県
に
お
け
る
医

療
人
材
育
成
と
地
域
医
療
向
上
の
た
め

に
組
織
さ
れ
て
か
ら
今
日
に
至
る
ま

で
、
山
形
県
内
に
お
け
る
医
師
適
正
配

置
や
医
療
事
故
調
査
制
度
へ
の
対
応
等

で
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
。

蔵王協議会による県内医療への支援

蔵
王
協
議
会
の
組
織
強
化
に
つ
い
て

―

全
国
に
先
駆
け
た
住
民
の
疾
病
中
心
の
医
療
提
供
体
制―

　

平
成
30
年
４
月
９
日
（
月
）
、
山
形

市
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
山
形
県
、

山
形
県
医
師
会
及
び
蔵
王
協
議
会
（
山

形
大
学
医
学
部
及
び
86
の
関
連
病
院
等

で
構
成
）
の
共
催
に
よ
り
第
１
回
山
形

県
研
修
医
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催

し
、
山
形
県
内
の
初
期
臨
床
研
修
医
１

２
６
名
を
は
じ
め
と
し
た
医
療
関
係
者

約
１
８
０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

本
会
は
、
オ
ー
ル
山
形
の
医
療
関
係

者
で
初
期
臨
床
研
修
医
を
歓
迎
及
び
激

励
す
る
こ
と
に
よ
り
、
研
修
終
了
後
に

山
形
県
へ
の
定
着
を
促
進
す
る
た
め
に

今
回
は
じ
め
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　

当
日
は
、
二
部
構
成
で
行
わ
れ
、
第

一
部
の
研
修
会
で
は
、
山
形
県
医
師
会

か
ら
地
域
医
療
と
医
師
会
活
動
に
つ
い

て
の
説
明
あ
り
、
次
い
で
、
山
形
大
学

医
学
部
医
療
政
策
学
講
座
の
村
上
正
泰

教
授
か
ら
山
形
県
の
医
療
に
つ
い
て
の

講
演
が
あ
り
、
最
後
に
18
基
本
診
療
科

の
専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
責
任
者
に
よ

る
新
専
門
医
制
度
の
説
明
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

第
二
部
の
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
で
は
、
１

県
内
全
新
卒
医
師
が
集
う

山
形
県
研
修
医
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
て
開
催

Z A O  C O N F E R E N C E

医学部健康大使の橋本マナミさんを囲んでの記念撮影

参加者180名による記念写真

蔵王協議会 
関連医療施設部会の拡充について

❶地域医療構想を具体的に検討する
　ための専門委員会を設置
❷蔵王協議会内に医師適正配置を
　審議する委員会を設置

拡充案
年
目
・
２
年
目
の
初
期
臨
床
研

修
医
が
病
院
の
垣
根
を
越
え
て

懇
親
を
深
め
る
と
と
も
に
、
プ

ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

の
山
形
ワ
イ
ヴ
ァ
ン
ズ
の
チ
ア

か
ら
の
応
援
及
び
嘉
山
孝
正 

蔵

王
協
議
会
会
長
か
ら
激
励
の
言

葉
を
い
た
だ
く
な
ど
、
盛
会
の

う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　平成29年11月24日（金）、山形大学医学
部大講義室において、「山形大学医学部の
生誕、現在・未来を皆で語り知る会」を開
催した。この会は、県内唯一の医師育成機
関として、学生が卒業後により多く山形県
内に定着してもらうために、40年以上前に
県民の熱い思いが叶ってようやく設置され
た医学部であることや最先端医療を推進す
る山形大学医学部の未来像をあらためて学
生に理解してもらうために開催したもの
で、医学部医学科４年生、研修医、医師、
看護師など約300名が参加しました。

山
形
大
学
医
学
部
の
生
誕
、

現
在
・
未
来
を
皆
で
語
り
知
る
会
を
開
催 蔵王協議会運営組織

蔵王協議会（会長：嘉山孝正参与）
関連医療施設部会（部会長：佐藤慎哉教授）

研修部会（部会長：上野義之教授）

企画・広報部会（部会長：高木理彰教授）

山形地域
医療構想委員会

委員長：佐藤慎哉教授
※地域の医療状況の分析、地域医療構想への対応

新規

山形医師適正
配置委員会

委員長：嘉山孝正参与
※医師適正配置を審議

新規

山形県専門医制度
対応委員会

委員長：佐藤慎哉教授
※専門医制度の都道府県協議会、専門医制度の対応を協議

山
形
県

医
療
安
全
支
援
協
議
会

　会では、最初に、山形大学医学部医学科
卒業生の山川光徳　病理診断学講座教授
（３期生）が「私のキャリア」と題して、
山下英俊医学部長が「山形大学医学部の生
誕、現在・未来」と題して山形大学医学部
の歴史、これまでの教育研究の成果及び今
後の展望について、それぞれ講演を行いま
した。この日は、女優の橋本マナミさん
も、医学部健康大使として初めて参加し、
山形大学医学部の取組に対する感想などを
話しました。
なお、終了後には会場を移動して、学生が
将来医師になるにあたってのキャリアパス
や不安・悩みなどについて先輩医師に相談
できるように懇談会も開催しました。

医師の適正配置の取組医師の県内定着の取組 地域医療への 貢献について

山形大学医学部が幹事を務める蔵王協議会は、平成１４年に設置してから、一環して、会員相互の緊密な連携と協力による人材育
成と地域医療の向上を目指した取組を推進しています。
また、平成２９年７月１９日には、県内全般の医療を支援するために、名称から山形大学の冠を外し、「蔵王協議会」に変更しました。

山形大学医学部は、医学部学生及び初期研修医との
コミュニケーションを密にし、
山形県内に定着してもらうための取組を
推進しています。

第
１
回 

山
形
医
師
適
正
配
置

委
員
会
を
開
催

　

平
成
30
年
６
月
18
日（
月
）、山
形
大
学
医
学
部

に
お
い
て
、﹇
蔵
王
協
議
会
﹈
第
１
回 

山
形
医
師

適
正
配
置
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、最
初
に
医
療
政
策
学
講
座
の
村
上
正

泰
教
授
か
ら
、山
形
県
の
人
口
動
態
に
即
し
た
県

内
医
療
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
後
、４

つ
の
医
療
機
関
か
ら
の
医
師
派
遣
要
望
へ
の
対

応
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
会
議
は
、
県
民
目
線
で
オ
ー
プ
ン
な
審

議
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
た
め
、全
て
報
道
機

関
に
公
開
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

山形県の医療について説明する村上正泰教授

委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員
（
蔵
王
協
議
会
会
長
）

（
医
学
部
長
）

（
病
院
長
）

（
山
形
県
病
院
事
業
管
理
者
）

（
関
連
病
院
会
の
代
表
）

（
教
室
員
会
の
代
表
）

（
県
民
代
表
）

（
県
民
代
表
）

（
県
民
代
表
）

（
基
礎
医
学
系
教
授
）

（
医
学
系
研
究
科
教
授
）

（
関
連
医
療
施
設
部
会
長
）

（
関
連
医
療
施
設
部
会
委
員
）

（
会
長
指
名
）

（
会
長
指
名
）

（
会
長
指
名
）

（
会
長
指
名
）

（
会
長
指
名
）

（
会
長
指
名
）

（
会
長
指
名
）

嘉
山
　
孝
正

山
下
　
英
俊

根
本
　
建
二

大
澤
　
賢
史

島
貫
　
隆
夫

蜂
谷
　
　
　
修

相
馬
　
健
一

井
上
　
弓
子

菅
野
　
　
　
滋

石
井
　
邦
明

村
上
　
正
泰

佐
藤
　
慎
哉

平
川
　
秀
紀

細
矢
　
貴
亮

小
林
　
正
義

根
本
　
　
　
元

神
村
　
裕
子

吉
岡
　
信
弥

井
上
　
栄
子

櫻
田
　
　
　
香

山
形
大
学
医
学
部
参
与

山
形
大
学
医
学
部
長

山
形
大
学
医
学
部
附
属
病
院
長

山
形
県
病
院
事
業
管
理
者

日
本
海
総
合
病
院
長

山
形
大
学
医
学
部
外
科
学
第
一
講
座
准
教
授

県
民
代
表

髙
島
電
機
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
会
長

山
形
美
術
館
館
長

山
形
大
学
医
学
部
薬
理
学
講
座
教
授

山
形
大
学
医
学
部
医
療
政
策
学
講
座
教
授

山
形
大
学
医
学
部
医
学
教
育
学
講
座
教
授

山
形
市
病
院
事
業
管
理
者

山
形
県
立
中
央
病
院
長

米
沢
市
医
師
会
長

山
形
市
医
師
会
会
長

山
形
県
医
師
会
副
会
長

吉
岡
病
院
院
長

山
形
県
看
護
協
会
会
長

山
形
大
学
医
学
部
基
礎
看
護
学
分
野
教
授

□
山
形
医
師
適
正
配
置
委
員
会
委
員
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　山形大学医学部では、昭和54年の山形県
舟形町における糖尿病健診を契機に始まった
山形県全域における分子疫学研究（山形県コ
ホート研究。主任研究者は嘉山孝正特任教
授）を推進しています。平成27年には山形県
米沢市での調査を開始したことにより、現在
では本研究への協力者が2万人を超え、世界
を代表する歴史あるコホート研究に発展し、
これまで多数の研究業績を上げてきました。
　今回、米沢市長からの依頼に基づき、米沢

市の検診者を対象として⑴年代別推定1日塩
分摂取量平均を調べ全国と比較し、⑵推定１
日塩分摂取量別分布を明らかにし、⑶推定１
日塩分摂取量と疾患等との関連を調べまし
た。また、山形県における米沢市民の特徴を
把握する目的で、⑷ 米沢市と山形県コホート
（米沢市を除く）の疾患罹患率等も比較しま
した。
　その結果、⑴米沢市では全国に比べ推定１
日塩分摂取量が多く、摂取量は加齢とともに

増加したこと、⑵米沢市においては、塩分摂
取増加とともに高血圧、糖尿病の罹患率が上
昇したこと、⑶米沢市では山形県コホート
（米沢市を除く）に比べ、男女ともに脂質異
常罹患率が高かったことが判明しました。
　この調査結果は、塩分や脂肪の取り過ぎに
ならないように、米沢市において食事・生活
習慣に関する一層の啓発活動や今後の保健指
導を行うにあたり大いに益することと考えら
れます。

山形県コホート研究の
データ分析に基づく研究成果を地域に還元

11月6日（月）に開催した記者会見の様子
（概要を説明する小原祐太郎准教授）

　高齢化社会を迎えた日本では、パーキンソ
ン病はアルツハイマー病などの神経変性疾患
と同様に根本的な治療法が確立されておら
ず、社会問題となっています。パーキンソン
病の約90％を占める孤発性（非遺伝性）パー
キンソン病は、ほとんどの場合、原因が明ら
かではなく、その詳細な分子レベルの発症機
構を明らかにする必要性があります。
　山形大学医学部では、このたび孤発性パー
キンソン病患者様からご提供された血液から
遺伝子解析を行い、ミドノリンというパーキ
ンソン病の新しい関連遺伝子を発見しまし
た。孤発性パーキンソン病患者様の10.5％に
ミドノリン遺伝子の異常（コピー数の減少）
が認められ、健康な方のミドノリン遺伝子に
は異常が認められませんでした。この分子疫
学的な結果から、ミドノリンはパーキンソン
病の新しいリスク遺伝子（原因遺伝子の可能
性も残されています）であることが明らかに

なりました。
　さらに、神経細胞のモデル細胞を用いた実
験結果より、ミドノリン遺伝子をゲノム編集
あるいはRNA干渉という技術でノックアウ
ト・ノックダウンすると、神経細胞の神経突
起の伸長が完全に抑制されることが明らかに
なりました。そして、パーキンソン病の原因
遺伝子であるパーキンユビキチンE3リガーゼ
の発現が抑制されることも判明しました。
パーキンが機能しないと、細胞内の不良タン
パク質が分解されずに蓄積し、神経細胞のス
トレスとなって、細胞死が引き起こされるこ
とが推定されています。つまり、ミドノリン
が機能しないと、パーキンの発現が減少し、
このタンパク質の品質管理機構が破綻してし
まうことが、パーキンソン病が発症する一因
になっていることが予想されます。
　今回の実験結果は、新しいパーキンソン病
の発症メカニズムの解明につながるととも

に、ミドノリンが創薬の標的となる可能性を
示しています。
【論文掲載概要】
・掲載誌：
Scientific Reports 7, Article number: 5885 (2017)
・論文タイトル：
Midnol in  is  a  novel  regulator  of  parkin  
expression and is associated with Parkinson’ s 
Disease
・筆者：小原祐太郎、今井亨、佐藤秀則、武田裕司、
加藤丈夫、石井邦明（山形大学医学部）

パーキンソン病の新しい関連遺伝子を発見山形大学医学部発の未来医療展開会議in鶴岡を開催

　
平
成
30
年
１
月
12
日
（
金
）、
山
形
大

学
医
学
部
に
お
い
て
第
１
回
山
形
大
学

医
学
部
顧
問
会
が
開
催
さ
れ
、
９
名
の

顧
問
及
び
医
学
部
長
、
病
院
長
を
は
じ

め
と
し
た
20
名
の
医
学
部
教
職
員
が
出

席
し
ま
し
た
。

　
山
形
大
学
医
学
部
顧
問
会
は
、
創
立

以
来
地
域
に
開
か
れ
た
医
療
を
志
し
て

い
る
山
形
大
学
医
学
部
が
、
地
域
の
有

識
者
か
ら
の
助
言
を
受
け
、
教
育
研
究

の
発
展
、
地
域
貢
献
及
び
国
際
化
の
推

進
を
図
る
た
め
に
今
年
度
新
た
に
設
置

し
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
議
長
の
山
下
英
俊
医
学
部

長
か
ら
、
山
形
大
学
医
学
部
及
び
附
属

病
院
の
歴
史
、
こ
れ
ま
で
の
改
革
の
取

組
、
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
た

後
に
意
見
交
換
を
行
い
、９
名
の
顧
問

か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。顧
問
会
終
了
後
に
は
、
附
属
病
院
に

移
動
し
、
上
層
階
か
ら
重
粒
子
線
が
ん

治
療
装
置
の
工
事
の
進
捗
状
況
を
確
認

し
、次
い
で
、ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
及

び
術
中
Ｍ
Ｒ
Ｉ
室
の
様
子
を
視
察
し
ま

し
た
。

　
な
お
、
山
形
大
学
医
学
部
顧
問
会
は
、

今
後
も
定
期
的
に
開
催
す
る
こ
と
に

し
、
顧
問
か
ら
頂
い
た
貴
重
な
意
見
を

医
学
部
の
運
営
に
反
映
し
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　
医
学
部
顧
問
は
次
の
と
お
り
〈
五
十

音
順
〉。押
野
貞
子（
天
童
ホ
テ
ル
専
務
）、

嘉
山
孝
正
（
山
形
大
学
医
学
部
参
与
）、

寒
河
江
浩
二
（
山
形
新
聞
社
社
長
）、
佐

藤
孝
弘（
山
形
市
長
）、
佐
藤
洋
詩
恵（
古

窯
社
長
）、清
野
伸
昭（
山
形
県
商
工
会

﹇
第
１
回
﹈  

山
形
大
学
医
学
部
顧
問
会
を
開
催

医学部顧問会の様子

議
所
連
合
会
会
長
）、
德
永
正
靱
（
山
形

県
医
師
会
長
）、
長
谷
川
吉
茂
（
山
形
銀

行
頭
取
）、
古
澤
茂
堂
（
古
澤
・
内
藤
法

律
事
務
所
所
長
）

※

カ
ッ
コ
内
は
開
催
時
の
役
職

ＤＭＡＴ退院紹介の様子

　平成30年３月５日（月）、山形大学医学部附属病院
DMAT災害対策訓練年次報告会2017を開催し、災害医療
に関心のある医師、コメディカル及び学生など約200名が
出席しました。
　山形大学医学部附属病院のDMAT隊員は、4・5年前ま
では10名に満たない人数しかいなかったが、院内での体
制整備を進めたことにより現在では19名が在籍し、よう
やく多様な訓練に人員を派遣することが可能になりまし
た。
　報告会では、最初に山形県の災害医療コーディネー
ターを務めている中根正樹救急部長から、山形県で想定
されている大地震や災害コーディネーターの役割につい
て説明があった後、山形大学医学部附属病院DMAT隊員
の紹介がありました。
　次いで、昨年７月末に関西地方で行われた政府の総合

〈
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
〉
災
害
対
策
訓
練
年
次
報
告
会
２
０
１
７
を
開
催

防災訓練に参加した小林医師から、南海トラフ地震を想
定した広域医療搬送訓練の報告があり、9月末の福島県で
の東北ブロックDMAT参集訓練に参加した根本医師から
本部活動の報告、10月初めに山形県置賜地方で行われた
緊急消防援助隊北海道東北ブロック合同訓練に参加した
鑓水看護師から多重衝突事故救出・毒劇物災害対応訓練
の報告がありました。
　なお、本院では、今後も多様な訓練に積極的に参加し、
このような報告会を定期開催することにより院内での災害
医療に関する知見の共有を図ることにしています。

主な研究成果／Main Research Results

画面中央：嘉山孝正山形県コホート研究主任研究者
画面左：中川勝米沢市長
画面右：山下英俊山形大学医学部長

過剰な塩分摂取 地域ぐるみの保健指導

●高血圧・高脂血症
●動脈硬化
●脳卒中

生活習慣の
改善

健康寿命の
延長

介護費用・
医療費の
削減

　

平
成
29
年
11
月
23
日
（
木
・
祝
）
、
荘

内
銀
行
本
店
ホ
ー
ル
（
鶴
岡
市
）
に
お
い

て
、
山
形
大
学
医
学
部
及
び
荘
内
銀
行

の
共
催
に
よ
り
「
山
形
大
学
医
学
部
発

の
未
来
医
療
展
開
会
議
in
鶴
岡
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
創
立
以
来
、
地
域

に
開
か
れ
た
医
療
を
志
す
と
と
も
に
、
時

代
の
先
端
を
行
く
最
高
水
準
の
医
療
の

提
供
に
努
め
て
い
る
山
形
大
学
医
学
部

の
取
組
を
庄
内
地
区
の
一
般
市
民
に
紹

介
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

未
来
医
療
展
開
会
議
は
、
二
部
構
成

で
行
わ
れ
、
第
一
部
「
最
先
端
医
療
の
最

前
線
」
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
、
最

先
端
医
療
機
器
を
用
い
た
脳
神
経
外
科

手
術
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
を
利
用

し
た
低
侵
襲
の
循
環
器
医
療
な
ど
に
つ

い
て
９
名
の
教
授
に
よ
る
リ
レ
ー
形
式

で
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
次
い
で
、
第

二
部
「
こ
れ
か
ら
の
最
先
端
医
療
」
で

は
、
平
成
32
年
３
月
に
診
療
開
始
予
定

の
重
粒
子
線
が
ん
治
療
、
唾
液
で
が
ん

を
早
期
発
見
す
る
研
究
、
山
形
県
コ

ホ
ー
ト
研
究
（Yam

agata Study

）
の

取
組
な
ど
に
つ
い
て
７
名
の
教
授
に
よ
る

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
形
大
学
医
学
部
で
は
、
こ
の
よ
う

に
16
人
も
の
最
先
端
医
療
を
行
っ
て
い

る
教
授
陣
が
一
同
に
会
し
て
講
演
を
す
る

の
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
今
後
も
地

域
に
開
か
れ
た
医
学
部
と
し
て
、
同
種
の

取
組
を
行
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず

３
０
０
名
を
超
す
一
般
市
民
が
参
加
し
、

地
元
で
受
け
ら
れ
る
最
先
端
医
療
に
関

す
る
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

低侵襲で進化した循環器医療について講演する
外科学第二講座の貞弘教授


